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第 2 章では，ニッケルメッキ層の特性について述べたのち， 3 種の異なる強さの鋼にニッケルメッ
キを行なって，メッキ条件，母材の形状，さらに腐食環境下での疲れ強さの変化について述べ，メッ
キ材の疲れ挙動はメッキ層中に発生した疲れき裂に影響されることを明らかにした。
第 3 章では，メッキによる疲れ強さの低下因子を除去すると考えられる種々の表面処理，すなわち
べーキング処理，ショットピーニング処理，および下地メッキ処理を試験片にほどこし，疲れ試験を
行なった結果，メッキ材の疲れ強さの低下は，メッキ層中に生じた疲れき裂が主因であることを示し
た。またこのき裂伝ぱ阻止にはニッケルメッキ後の拡散処理が有効で、あることを述べ，その原因を検
討した。
第 4 章では，メッキ材の疲れ機構について考察するために，フレンチの疲れ損傷曲線によって疲れ
損傷の推定を行ない さらにメッキ層表面 むよび鋼の表面ですべり線観察を行ない，鋼とメッキ層
の疲れ損傷機構に著しい差異のあることを明らかにした。これは転位の分解の容易さによって説明さ
れることを述べた。
第 5 章では，透過電子顕微鏡を用いて，ニッケルメッキ膜およびその焼なましたメッキ膜中の転位
組織の変化を比較検討して，前者においては繰返し応力によって，面心立力品には稀な変形双品組織
-404-
が形成され，繰返し数の増加にともない双品帯内でセル構造化が始まり，疲れ現象が進行する。一方
後者にむいては，焼なまし双品が繰返し応力によって消失し，すべり変形機構によって疲れの進行す
ることを示したO
第 6 章では，前章までの各試験結果およびその考察に基づいてニッケルメッキ材の疲れ機構につい
て+食言すを加えた。
第 7 章は，総括であり，本論文で得た諸結果の概要を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は主としてニッケルメッキした炭素鋼の疲れ機構を明らかにするために行なった研究をまと
めたものである。
一般にニッケルメッキした炭素鋼の疲れ強さは母材のそれに比べて著しく低下しているが，この低
下要因として従来メッキ層の内部応力，さらには吸着水素の影響が考えられてきた。しかし，これら
の低下因子を除去する各種処理加工を行なった結果，メッキ層中に生じる疲れき裂が主因であること
を見出した。さらに この主因であるメッキ層中の疲れ過程について 主として透過電顕観察を行な
い，微細結晶粒よりなるメッキ状態のニッケルでは，僅かの繰返し数で双品変形組織を生じ，繰返し
数の増加とともに双晶帯内に転位のからみあいが始まり，さらに副結晶粒の微細化へと進み， き裂が
発生することを明らかにしている。
以上のように本論文は，従来あいまいであったメッキ層の疲れ機構を明らかにしたものであって，
金属材料学上寄与するところが大きい。よって博士論文として価値あるものと認める。
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